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初等中等教育段階における生成AIの利活用
•この問題をどの文脈で検討するのか

•「情報教育」の文脈？
•「子どもたちにこの時代にどのような資質・能力を
身につけてほしいのか？」という文脈？

•子どもが生成AIを利活用するリスク
•学びのエピステモロジーに対する長期的なリスクが
あるのではないか

•安易なAIの導入で、子どもたちが記号接地せず楽を
して答えを求める状況をさらに助長するリスク



子どもが学ばなければならないことが多
すぎて、学校現場は飽和状態
• その状況を踏まえた上で、ほんとうに「生成AIの活用」を新た
に学校の活動、授業に取り入れるべきなのか

• 生成AIの活用のための時間を作るということは、現在行われて
いる活動や授業の何かを削るということ。

• では何を削るべきなのか



子どもが学校で過ごすことができる
限られた時間の中で、
子どもに何を学んでほしい
のか



複雑な現代を幸せに生きるために教える必要
があるのは個別の知識なのか？
Yes でありNoでもある
→どの知識を学ぶべきなのか精査する必要

現状はあれもこれも盛りすぎていて、７０％くらいの子どもは
学習指導要領に定められた内容を習得できていない
（＊「たつじんテスト」を行ったうえでの今井の印象）

全国学力調査で高得点を取れば、「学習指導要領に定められた
知識を習得している」と言えるのか？



ひとつの考え方 (Alternative Thought)

•必要な知識を全部「教える」ことは無理
•むしろ、必要なのは「学ぶ力をつける」こ
とで、自走できる学び手になるよう子ども
を支援することなのではないか

•自走できる学び手は、自分で世
界を探究し、必要な知識を自分
で創り出していくことができる。



「知識≠学力」
ではなく
「学ぶ力＝学力」



「学ぶ力」
に必要な要
素・資質

記号接地

アブダクション

メタ認知能力

エピステモロジー



これらの資質のそれぞれを個別に取り
出して直接教えることはできない

しかし、教科単元の授業活動の中で、
これらの資質を育む工夫はいくらでも
できる



人間とAIの推論の違い

AIは統計的帰納しか
しない

人間はアブダクショ
ン推論によって学ぶ



帰納推論と
アブダクションの違い

帰納

•部分に関する情報に基づい
てその部分が属する全体に
ついて一般化

•我々が事例の中に観察した
ものと類似の現象の存在を
推論する

アブダクション

•観察した現象を説明するた
めに、われわれが直接観察
不可能な何かを仮定し、直
接観察したものとは違う種
類の何ものかを推論する



帰納推論から生み出されるもの、生み
出されないもの

帰納
 支えられていない物体は落下するという事例から一般化を行い、同じことはま

だ観察されていない他のあらゆる物体についてもいえると推論

 しかし支えられていない物体が落下するという事実をどれだけ多く観察してみ
ても、あるいはそれらの観察された事実をどれだけ緻密に分析してみても、そ
れらの事実の中に「重力」というものを見ることはできない

 アブダクション
 例えば種々の楽器の音からそれらの音そのものとはまったく違う調和的な音楽

的情態を生み出す様に、経験の諸要素を結合統一し、まったく新しい観念を生
み出す

米盛裕二 「アブダクション」



生きた知識は
外から移植できない
→人間の教師も、AI家庭教師も、

「生きた知識」を子ども脳に移植する
ことは不可能



持って生まれた自分の知覚能力と認知能力を使ってことばを
自分で見つけ、その意味に自分に気づき、意味の推論のし
かたを自分で発見し、修正しながら語彙を増やし、言語を身
体化している。同時に自分の知覚能力や認知能力、推論能
力も拡張している。

人間の創造的知性は帰納推論
からではなくアブダクション推論
から生まれる



生きた知識には
本質を見抜く
直観が必要



新型コロナ感染症対策分科会会長
尾身茂氏の懸念

 専門家として、提言を提出するとき、エビデンスとなるデータを示し、提
言に至る道筋を丁寧に説明するように努めてきた

 しかし、SNSでの反響、批判は、結論に至るエビデンスや思考過程を無視
し、結論しか見ていない。

 議論全体を評価しようとせず、結論に対して感情的に反応しているだけに
思えた



「情報の本質」を捉えることができて
いないのではないか

そもそも何のために「情報を得る」の
かが理解されていないのではないか



情報が多ければ多いほど、「情報の本質」を
見極める直観が必要になる

その「直観」を育てることこそ、「情報教育
の本質」なのでは



本委員会で必ず押さえるべきポイント
• 「生成AIの使い方の注意」「生成AIの有効活用の
しかた」を学校で教えることで、情報の本質を見
抜く直観が育つのか

• 必要なのは「学ぶ力をつける」こと。自走できる
学び手になるよう子どもを支援すべきではないか

• 上記２点を前提に、生成AIの教育現
場での利活用・現場へのガイドライ
ンについて議論するべきでは？
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